
国際社会システム研究科 国際社会システム専攻 修士課程 

＜出題意図＞ 

国際社会システム研究科国際社会システム専攻のアドミッション・ポリシーに基づき、国際

社会システム専攻修士課程での研究活動に必要とされる、国際社会や国際交流および現代

社会の諸課題に関わる専門的な知識・理論とともに、各分野への高い関心と多面的・論理的

に考察する基礎的資質を有しているかを問う出題である。 

＜解答のポイント＞ 

英語 

英文の語彙、文法、構文を正確に理解するとともに、文章の主題や論旨を適切に把握してい

ることがポイントとなる。 

英文和訳では、原文の意味を正確かつ自然な日本語で表現していること、内容説明問題では、

本文中の情報を整理して設問に即して説明していることが求められる。 

また、自らの意見を求める問題では、設問や英文の内容を踏まえた上で、自らの立場とその

理由を明確にし、論理的に表現していることが求められる。 

研究分野の専門科目に関する小論文 

「国際協力と国際交流」、「現代社会と文化」、「現代社会とこども」の各分野について、大学

院で研究を進めるために必要となる専門的な知識や理論を理解していることがポイントと

なる。 

設問で提示された社会的課題について、その背景や原因、現状、影響等を整理するとともに、

関連する専門用語や理論を正確に用いていることが求められる。 

さらに、一つの側面のみから捉えるのではなく、歴史的、社会的、経済的、文化的、国際的

な観点等、必要に応じて複数の観点から課題を分析し、具体的な事例や根拠を示しながら、

自らの考えを論理的に論述していることがポイントとなる。 


